
高体連ハンドボール専門部 

 

令和３年度福岡県高等学校ハンドボール新人大会開催にあたっての注意事項 

  

１ 大会を開催するにあたって  

（１）感染状況に応じて（緊急事態宣言や県内の感染拡大など）、大会の急な中止等の対応をすることがある。 

（２）大会主催者、参加選手、引率者、大会役員等それぞれの立場で、感染防止対策を確認し、関係者全員が感

染防止のために取り組み実施する。 

 

２ 大会参加者への事前連絡  

（１）各校の引率者は、感染拡大防止のために以下の事項を遵守すること。状況によっては、他の参加者の安全

を確保する観点から、主催者から大会への参加を取り消したり、途中退場を求めたりすることがある。   

①各校の引率者は試合前に検温など健康状態の確認を行い、以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見 

 合わせること。     

ア 体調がよくない場合。（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）     

イ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。     

ウ 過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている地域等への渡航又は当該 

在住者との濃厚接触がある場合。   

②マスクを持参すること。（競技中以外、控室での着替えや会話をする際はマスクを着用する）    

③こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること。   

④手洗い用のマイタオルを用意すること。 

⑤他の参加者、大会関係者等との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保すること。   

⑥大会中に大きな声で会話、応援等しないこと。    

⑦感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと。    

⑧大会終了後2週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、大会本部に速やかに濃厚接触者の有 

 無等について報告すること。    

（２）大会当日の留意事項  

①会場入り口、大会本部、オフィシャル席、トイレ手洗い場には、手指消毒剤を設置する。  

②発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は会場内に入らないよう呼びかける。 

③参加者が距離をおいて並べるように目印を設置する。 

（３）大会参加者への対応    

①体調の確認    

大会当日に、参加者は以下の事項を記載した参加受付票を提出する。 

ア 氏名、年齢、住所、連絡先（電話番号）。  

イ 大会当日の体温。  

ウ 大会前2週間における以下の事項の有無。  

エ 平熱を超える発熱。   

オ 咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状。   

カ だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難） 。   

キ 嗅覚や味覚の異常。   



ク 体重が重く感じる、疲れやすい等。   

ケ 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無。   

コ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。  

サ 過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、 

地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合。    

②マスク等の準備（屋外で十分な距離が確保できる場合は除く）      

参加選手・引率者がマスクを準備しているか確認する。なお、競技中のマスクの着用は選手等の判断による

ものとするものの、競技中以外、控室での着替えや会話をする際はマスクの着用をする。  

  ③大会参加前後の留意事項  

大会に参加する選手やチームは、試合前後のミーティング等においても、３密を避けること、会話時にマス

クを着用するなどの感染対策に十分配慮する。  

④大会参加申込について     

ア 顧問は必ず、部員及び保護者から大会参加の同意書を取り、校長責任のもと申し込みを行う。同意書は

引率責任者が各学校で保管すること。     

イ 大会参加を強要することがないよう配慮すること。  

（４）部員又は部顧問（関係指導者）の感染が判明した場合の考え方    

①大会前     

部員又は部顧問の感染が判明した場合には、当該部員、顧問また、濃厚接触者と特定された者の出場は認め

ない。     

  ②大会期間中     

ア 発熱等の症状がみられる場合、大会出場を認めない。  

イ 当日、急に症状が出た場合は、保護者及び各学校管理職に連絡し帰宅させる。     

ウ 他の選手等への健康観察を徹底する。 

※その後、新型コロナウイルスに感染したことが確認された場合は各学校や行政機関の指示に従う。 

 その経過等については、専門委員長を通じて福岡県高等学校体育連盟・福岡県ハンドボール協会に 

報告する。合議のうえ、その後の大会運営については中止する。  

（５）必要最低限の人数で実施     

①部員・チーム役員・引率者・大会役員・保護者等以外は、原則会場に入れない。 

②体育館の入場制限内での人数の入場を許可する。 

③部員・チーム役員・引率者・保護者等は、入場時間・退場時間を設ける。 

  ④大声での発声、声援、又は近接した距離での会話等は原則禁止する。 

⑤開・閉会式、顧問ミーティングは実施しない。 
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入 館   
①指定された時間に各チームで手指消毒（各チームでアルコール消毒液の準備）・検温を行い、入館 

   （部員、チーム役員、引率教員、大会役員（審判、専門委員）、保護者等）のみ入館できる 
 ②参加受付票を提出 

※引率責任者が、チームの人数を確認し受付票を回収、まとめて本部に提出（部員には事前に配布、記入
させてください） 

※保護者等は、入館時に受付に受付票を提出する。顧問が回収し確認する。 
 （保護者等へは、顧問から事前に配布しておいてください） 

 ③マスクの着用（全員） 
④指定された更衣場所の使用 
⑤入退館時間は、別紙を参照して時間を遵守してください 

 
更 衣 
 ①指定された場所での更衣 
 ②更衣場所での換気の徹底およびフィジカルディスタンスの確保 
 ③マスクの着用 
 
ウォーミングアップ（グラウンド等） 
①大きな発声、密になるミーティング等の禁止 

 
前の試合のハーフタイム（1試合目は30分前） 
①大きな発声等の禁止 
②選手証、役員証の提出 
③トスおよびユニフォーム確認 

 
試 合   
 ①オフィシャル、モップの係（第１試合は第３試合のチーム、2試合目以降は敗者チーム）は準備 
②試合前の握手、大きな発声等はしない 

 ③ベンチでフィジカルディスタンスの確保（マスクを着用すること） 
 ④マイボトル（飲料水）、マイタオルを使用 
 ⑤試合中の「握手」「ハイタッチ」「肩を組む」等など、競技以外の身体接触は禁止 
⑥ハーフタイムのベンチ交代時、使用したベンチを消毒し移動（各チームでアルコール消毒液の準備） 
⑧試合終了後の挨拶での握手等はしない 
⑨試合終了後、使用したベンチ、机、デジタイマー、モップの柄等を使用した者が消毒 

 
応 援  
①応援者（部員等）のフィジカルディスタンスの確保 

※チーム役員、引率責任者は、観客席等を確認し指導する 
②ラッパ（飛沫の危険があるもの）、太鼓等の使用は禁止 

 ③大声での発声、声援、又は近接した距離での会話等は原則禁止 
 
更 衣   
①各チームで使用した座席、ベンチ、更衣室等を消毒（各チームでアルコール消毒液の準備） 

※部員が使用した座席、手すり等も各チームで消毒 
②ごみはすべて持ち帰り 

 
退 館  
①勝ったチームの引率責任者は、提出した参加受付票（チーム全員分）を本部より受け取り、次の試合日に持
参（負けたチームの参加受付票は専門部保管。保護者等の参加受付票は専門部で保管し、試合日毎に提出） 

②指定された時間内に退館（できる限り試合終了後、速やかに退館） 
 
 
※大会終了後2週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、専門委員長(福岡中央高校：
久保野０９２－５２１－１８３１)に速やかに濃厚接触者の有無等について報告すること。 


